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研究機関 多施設共同研究 

研究目的 本邦の小児HCVに対するグレカプレビル水和物・ピブレンタスビル配合錠
の有効性と安全性を、統一診療プロトコルを用いた前方視的多施設観察研
究で明らかにする。 

対象 参加施設に通院中の18歳未満の患者で、主治医が小児HCV感染と診断
し、グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル配合錠（商品名マヴィレッ
ト配合錠）による治療が最適と判断した上で 、保険診療のもとに通常の用
法用量で処方する 患者を対象とする。 

プライバシーの保護 全ての症例において、研究対象者の通院施設において、本 研究用のIDを用
いて研究対象者個人に関する情報の匿名化を行う。 IDと個人識別情報(患
者番号などの症例 認識番号)との対応表は各参加施設の本研究の個人情報
管理者の管理下に置かれる。


